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※本講座は 2023 年 10 月～12 月に配信した国際課税中級講座の再配信となります。 

国際課税の基礎を一度は勉強されたという方向けの実力養成講座です。 
本講座は、国際税務全般の中から、比較的問題となりやすい事項を、事例形式で解説するもの（６回

シリーズ）です。今後の国際税務全般のステップアップを考えている方に最適の講座です。OECD/G20
「ＢＥＰＳ包摂的枠組み」「2 つの柱」の進捗状況についても解説予定です。 

 

 

 

 

 

 

 参加ご希望の方は、以下の URL からお申込みください。 

https://forms.gle/v1wgbmXJWoZhhxaA8 
【中級講座の内容】（講師より） 

コロナ問題が世界的に落ち着きを見せる中、海外取引が復活し、それに伴って人の国際間移動も活発化し

つつあります。当然に国際課税問題に巻き込まれる機会も増えてきます。そこで、日本企業がこれまでに遭遇し

た国際課税問題とはどのようなものか、実際事例を中心に、解説します。 

「中級講座」の主眼は、基礎知識を事例レベルで応用することです。そこで、本講座では、事例と判決文を解

説し、「あ、実際例ではこうなるのか！」といった気づきを、参加者の皆様に得ていただくのが目的です。なお、

各事例や各判決文の紹介の中で、「この基礎知識は重要です！」「事例を解くルール(講師独自の「国際税務処

理四段階の公式」)は、これです！」「判決文の読み方のルールはこれです！」といった形で、将来の実際の問

題にぶつかった際に対応できるため共通ルール的な知識も解説するつもりです。 

第 1 回 社員・役員の居住性―どんな事案でも使える「居住者の本質的判断基準」とは？― 

第 2 回 PE 課税事例―ネット通販 PE 事件、代理人 PE 事件、人為的 PE 回避事例とは？― 

第 3 回 タックス・ヘイブン対策税制―デンソー事件、レンタルオフィス事件、その他（仮想）事例とは？― 

第 4 回 移転価格税制―メッキ薬品事件、日本碍子事件、DCF 法（仮想）事例とは！― 

第 5 回 その他事例―各種事件（条約の意義、条約届出書の効力、非居住者確認義務、過少資本）とは？― 

第 6 回 最近の問題（人の国際間移動と税務、Pillar 1、2 の進展、国際最低課税額の導入）とは？― 

お申込みいただいた方には、メールにて別途受講料振込についてのご案内をさせていただきます（教材は、

事前に郵送いたします）。  

なお、個人会員の皆様の場合、ご本人１名のみ（代理も可能）会員料金適用となり、２人目より非会員受講料

（50,000 円）を申し受けます。維持会員の皆様の場合は、２人目以降も会員料金適用になります。 

【留意事項】 

＊本講座は、2023 年 10 月～12 月に配信した動画の再配信のため、配信中の質疑応答はお受け付けでき

ませんので、何卒ご了承ください。 

＊お申込時のご登録者のみご視聴をお願いいたします（再生リストの追加や URL を共有してのご視聴はお

断りいたします)。 

＊録音・撮影等は固くお断りいたします。 

 

【昨年開催した人気講座をオンデマンド配信！】 

国際課税中級講座(オンデマンド配信)のお知らせ 

＜視聴期間＞ 

１月１５日（水） ～ ３月３１日（月） 

※視聴期間中は繰り返し視聴が可能 

＜方法＞  

YouTube にてオンデマンド配信 

（1 回約 2 時間で全 6 回） 

＜講師＞ 

青山学院大学名誉教授 

佐藤 正勝 氏 

財務省、国税庁等に約 20 年勤務後、亜細亜大学教

授、UC Berkeley, School of Law 客員研究員、青山学院

大学大学院教授を経て、現在、青山学院大学名誉教

授。埼玉学園大学教授、税務大学校の講師を兼任。 

受 講 料：【租研会員料金】 １名につき ７,０00 円（教材代込） 

申込締切： 令和 ７年 ２月 １７日（月）  

申込方法 
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国際課税中級講座 

（オンデマンド配信） のご紹介 
 

本講座は、2023 年 10 月～12 月に開催いたしました「国際課税中級講座」全 6 回の動画を、オンデマン

ド配信講座として再配信をいたします。 

お申込み検討時の参考として、本講座の特長と昨年開催したときの受講者からの声をご紹介いたします！ 

＜本講座の特⾧＞
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜受講者からの声＞ 
 
  具体的な事例を示して、法例の理論的な体系から個別規定まで理解できた。 

  講師の進め方やホワイトボードに映して下さる自作の図解がとてもわかりやすかった。 

 裁判事例＋講師の方の仮想事例にて，あらゆるケースについて、解説いただき、また各論

点について，どういう意味があるか，世の中の評価はどうなのかという点について講師の

方のお考えとして多く補足いただき，理解に大変役立った。 

      そもそもの歴史的な背景からご説明いただいたのが，大変勉強になりました。子会社への

協力依頼などのフェーズにあってはこのような知識も持って必要性を説明していくことが

必要と思っており，ありがたかったです。 

          すっかり佐藤先生のファンになりました！他にも講師をご担当されている講座があれば 

受講を検討したいです。 

 

 

照会先： 事業部 和氣(ワキ)   Email：j-tax-as@soken.or.jp 

 

国際税務に関して豊富な知識と経験を有する元大蔵省、国税庁職員であった 

講師（青山学院大学名誉教授 佐藤正勝氏）がわかりやすく解説。 

→ 講師独自の「国際税務処理四段階の公式」を用いて解説。 

わかりやすさを考えた講師“オリジナル教材”を使用。 

→ 各回のテーマごとに、事例と判決文を解説。 

国際課税基礎講座を受講された方や国際課税の基礎を勉強された方にとって、

複雑な制度への‟対応力”が身に付き、国際課税の実力アップに最適！ 

YouTube でのオンデマンド配信は、場所や時間にとらわれないため、好きなときに自

由なスタイルで受講でき、視聴期間内であれば繰り返し視聴可能。 

→再生速度を変えることも可能！ 

充実の 

学習環境! 


